
学生役員の抱負

学生役員あいさつ

今年度,学生役員 (会誌・名簿 G)を 担当してお

ります,物質工学科 4年の梶本菜緒です。昨年度の

OBと 語る会の後の懇親会で,開先生に声をかけて

いただいたことがきっかけで,学生役員をやらせて

いただくことになりました。

会誌・名簿 Gと してOB訪間の担当をさせていた

だいておりますが,参加 した学生は普段の学生生活

では得られない貴重な体験ができたと感謝してお り

ました。 しかし,そのOB訪間の主催である国大化

学会についての認知度が低いとも感 じました。私自

身,総会に参加 したのは今年度が初めてで,化学会

の方々が学生支援について熱心に活動 してくださっ

ているとは知 りませんでした。

OB訪間に関して訪問先の先輩 と直接連絡を取 ら

せていただいたり,化学会の役員会でOBの方々と

総会・懇親会グループの学生役員を務めさせてい

ただいてお ります久野友也です。昨年の総会にも出

席させていただき,その時 OBの方々と働 くことや ,

研究についてのお話ができました。大変有意義な時

間であり,自分の将来についての参考になる話ばか

りでした。しかし,こ のような恵まれた機会である

のに,学生の参加が少ないと感 じました。そのため
,

もっと多 くの学生に,こ のような同窓会があること

を知っていただき,自分たちの将来のために有効活

用 していただきたく学生役員に立候補 しました。

今年の6月 に行われた総会は学生役員として出席

させていただきました。例年の開催地とは異なり,

本大学での開催ということで,キ ャンパスツアーな

ど例年にない準備がありましたが,いろいろな方々

の協力・助けなどあり,無事終わることが出来まし

た。例年よりも学生の数が多 く,キ ャンパスツアー
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国大化学会学生役員 梶本 菜緒

意見を交換したりと,学生役員ならではの経験をさ

せていただけたことに感謝いたしております。今後 ,

国大化学会をよリー層学生に知ってもらい,化学会

と学生との関わりをより深くできるように精一杯頑

張っていきたいと思いますので,よ ろしくお願いい

たします。

国大化学会学生役員 久野 友也

の成果が感じられました。今後の総会がもっと有意

義になるよう,現在の学生役員と協力してやってい

きたいです。

これからも,学生,卒業生関係なく国大化学会の

良さをもっと知っていただき,同 じ大学で学んだも

のとして時間を共有でき,今後の人生の一部となれ

るような存在にしていきたいと思います。
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学生役員として

国大化学会の総会・懇親会グループを担当させて

頂く,物質工学科4年の嶋岡徹と申します。昨年の

「OBと 語る会」に参加した際にお声をかけて頂き,

貴重な経験をできたら良いなと思い,学生役員にや

らせて頂くことになりました。

役員会,国大化学会総会,懇親会に参加し現在に

至りますが,最初の役員会での私は右も左も分から

ない状態で,唯々上述のように多くの経験をしよう

という漠然とした目的で参加していました。しかし
,

化学会を支えて下さる役員の皆様の活動や支援を知

り,イ ベントに少しでも多くの学生に参加してもら

い,「来てよかった」と思わせるような活動をしてい

きたいという想いで参加させて頂いています。

国大化学会について,多 くの学生が「知らない」,

「知っているが何をしているのかが分からない」とい

う認識が現状だと思っています (実際私も3年 にな

国大化学会とこれから

国大化学会学生役員 嶋岡 徹

るまでそうでした)。 そして,OBOGや様々な方々

の支援で成 り立っている国大化学会ですが,学生が

化学会を知るきっ`か
けとして,身近である我々学生

役員の働 きかけはとても大事なことであって,それ

こそ学生役員にしかできないことだと思います。1

年間精一杯努力 して参 りますのでどうぞよろしくお

願いいたします。

国大化学会学生役員 園田 泰史

な場でご活躍されている先輩方のお話を聞くことが

でき,ああ,こ れこそが国大化学会だな,と 実感 じ

ました。学生役員という立場から,私たち学生を支

えてくださっている国大化学会と現役の学生を繋ぎ,

より発展 していくお手伝いができたら素敵だなと考

えてお ります。

今年度,学生役員 (庶務・会計 G)を 務めさせて

いただくことになりました。どうぞよろしくお願い

致 します。私の国大化学会との出会いは学部2年生

のことでした。当時の国大化学会の学生役員の方か

ら化学会総会と藤嶋先生の御講演の案内を頂 き,漠
然とした興味を持って参加させていた頂いたことが

きっかけでした。当時の私にとって,こ の化学会総

会は多 くの学生の先輩方や方々,さ らには社会で活

躍されている先輩方々と交流できる素晴らしい会で

あると感 じ,大変有意義なものとなりました。

それから2年後の今,ご縁がありまして学生役員

を務めさせて頂 くこととなったわけですが,役員会

や総会の準備等を通 して,国大化学会とは各世代を

繋 ぐ重要な架け橋になっているということに気付 き

ました。そしてまた本年度の総会においても,様々
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今年度学生役員 (企画 G)を 担当させていただく

ことになりました,物質工学科 4年の竹内です。国

大化学会 を初めて知 ったのは,3年 時に行 われた

「OBOGと 語る会」でしたが,学生役員になってか

ら役員会に参加 し,様々な学生支援をして頂いてい

ることを実感 しました。今年は学生役員として,国
大化学会の活動を学生に広めていければと思ってお

ります。

さて,6月 に行われた国大化学会総会は本学で開

催され,総会前に行われた「ラボツアー」にも多 く

の方々に参加 して頂 きました。各研究室の方にはポ

スターで研究内容を説明して頂き,OBOGの方から

は「学生の研究内容を知る良い機会になった」と大

変ご好評頂きました。学生と卒業生が直接お話 しす

る貴重な機会になったのではと嬉 しく思います。国

学生役員あいさつ

国大化学会学生役員 竹内紗貴子

大化学会では,学生とOBOGの方々との交流の場 と

して,「OBOGと 語 る会 (3年 )」 「OB訪 問 (4年 )」

など力や巨例イベントとして行われていますが,今後

はその機会を更に増やしていけるよう頑張っていき

たいと思いますので,よ ろしくお願い致 します。
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